
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
元
号
が
変
わ
り
、

新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
新
し
い
時
代
の

幕
が
開
き
ま
し
た
。
そ
し
て
諸
外
国
の

元
首
が
数
多
く
来
日
し
て
祝
辞
を
頂
い

た
こ
と
は
、
日
本
が
安
心
・
安
全
を
大

事
に
す
る
平
和
国
家
と
認
識
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
本
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
で
、
昨
年
か
ら
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
令

和
」
で
の
新
年
を
、
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
奉
仕
な
ど
、

地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
組
織
と
し
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
個
人
と
し
て
目
標

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

厚
木
市
で
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
い
う
世
界
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
「
自
分
達
の
暮

ら
し
は
自
分
達
で
守
る
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
組
織

が
ジ
ャ
ン
ル
別
に
委
員
会
で
検
討
し
、

市
政
に
反
映
す
る
と
い
う
運
動
で
す
。

厚
木
市
の
住
環
境
に
つ
い
て
、
市
外

の
人
の
評
価
は
、
学
校
、
病
院
、
量
販

店
と
、
自
然
環
境
も
含
め
て
良
好
で
す
。

私
は
も
う
一
つ
、
人
間
関
係
が
良
い
と

付
け
加
え
た
い
。
市
民
憲
章
に
「
互
い

に
敬
い
、
愛
し
あ
い
、
善
意
に
満
ち
た

家
庭
と
ま
ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
の
目
標
と
し
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

厚
木
市
長
　

厚
木
市
長
　
小
林
　
常
良

小
林
　
常
良

「新春の富士」
撮影：七沢第２しあわせクラブ　小瀬村　幸男さん

健
康
進
め
る
新
し
い
年
に

健
康
進
め
る
新
し
い
年
に

厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会

厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会

��

会
長
　

会
長
　
小
松
　
紀
久
男

小
松
　
紀
久
男

新
年
に
飛
躍
を
誓
う

新
年
に
飛
躍
を
誓
う

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
お
願
い
し
ま
す

寿
国
と
な
り
、
超
高
齢
社
会
へ
と
進
ん

で
い
ま
す
。

た
だ「
長
寿
」を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

で
き
る
だ
け
自
立
し
て
、
住
み
慣
れ
た

地
域
に
お
い
て
、
何
歳
に
な
っ
て
も
自

分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
活
動

的
で
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
う
し
た
中
、
貴
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、

地
域
社
会
に
お
け
る
居
場
所
づ
く
り

や
交
流
の
場
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
本
市
が
目
指
す
「
生
涯
現
役
健

康
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
皆
様
の
お

力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
が
い

き
い
き
と
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、「
健
康
食
育
あ
つ
ぎ
プ
ラ
ン
」

に
位
置
付
け
た
施
策
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ

て
良
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

会　

長　

小
松
紀
久
男
（
睦
合
南
）

副
会
長　

大
塚　

清
一
（
依
知
北
）

副
会
長　

荻
山　

清
治
（
玉
川
）

理　

事　

鈴
木　

晛
司
（
厚
木
北
）

理　

事　

浅
岡　

隆
雄
（
厚
木
南
）

理　

事　

座
間　

清
二
（
依
知
南
）

理　

事　

小
栗　

悠
嗣
（
睦
合
北
）

理　

事　

本
間　

満
志
（
睦
合
西
）

理　

事　

木
村　

靖
之
（
荻
野
）

理　

事　

伊
藤　

桂
（
小
鮎
）

理　

事　

柏
岡　

明
（
南
毛
利
）

理　

事　

飯
島　

重
昭
（
南
毛
利
南
）

理　

事　

西
岡　

隆
寛
（
森
の
里
）

理　

事　

大
貫　

隆
広
（
相
川
）

理　

事　

大
塚　

文
雄
（
緑
ヶ
丘
）

理　

事　

山
崎
喜
代
子
（
女
性
部
会
）

理　

事　

石
本　

重
敏
（
趣
味
）

監　

事　

遠
藤　

美
行
（
小
鮎
）

監　

事　

川
崎　

昭
男
（
南
毛
利
）

�

※
敬
称
略
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№ 区分 氏　　名 クラブ名等
1 厚木北 会田　千鶴 大手北寿和会

2 厚木北 下手　鈴子 西仲福寿会

3 厚木北 黒石　澄枝 西仲福寿会

4 厚木北 指旗　サト 元町福寿会

5 厚木北 石井　彰代 元町福寿会

6 厚木北 清水　敬博 天寿会

7 厚木北 坂本　照子 仲北銀友会

8 依知北 中丸　修子 山際白寿会

9 睦合南 近藤 多智子 ゆめクラブ妻田東

10 睦合南 渡辺　英二 ゆめクラブ妻田東

11 睦合南 曽我　智明 ゆめクラブ妻田東

12 睦合南 川井　隆男 木売場かがやきクラブ

13 睦合西 草柳　利雄 及川老成会

14 睦合西 斎藤　役郎 及川老成会

15 睦合西 小西　教治 及川老成会

16 荻　野 田口　三好 宮本第二寿会

17 荻　野 大井 まこと とびお笑和会

18 荻　野 藤田　　実 互朗会

19 荻　野 今鉾　恒雄 互朗会

20 荻　野 土屋　　昇 互朗会

21 荻　野 石原　達之 互朗会

22 小　鮎 永島　恒子 千歳会

23 小　鮎 臼井　ノブ 千歳会

24 小　鮎 池亀　光男 南部幸寿会

25 小　鮎 高橋　範繁 日枝老人クラブ

26 南毛利 青木　良雄 愛名九十九会

27 南毛利 山口　太志 愛名九十九会

28 南毛利 岩澤　玉江 温水白寿会

29 南毛利 吉岡　孝三 温水白寿会

30 南毛利 柏岡　キヨ 上温水楽友会

令和元年度厚木市老人クラブ連合会会長表彰　受賞者一覧

令和元年度　高齢者福祉関係功労者等表彰受賞者一覧（敬称略）

【表彰式：10月２日（水）厚木市しあわせクラブ連合会大会】（敬称略・順不同）

１ 市老連趣味グループ〔再表彰〕
　設立後５年以上経過し、表彰を受けた市老連趣
味グループで引き続き８年以上の長期にわたりそ
の運営が良く、活動が活発で他の模範と認められ
るもの。

№ 区分 クラブ名 代表者名

1 趣　味 陶芸愛好会 三平　　隆

２ 単位老人クラブ〔会員増加〕
　年間を通じて会員増強活動に努め、会員数の増
加が顕著である単位老人クラブ。

№ 区分 クラブ名 代表者名

1 厚木南 旭町第３老人クラブ 山崎 イヨ子

2 睦合北 根岸シルバークラブ 小栗　悠嗣

3 荻　野 互朗会 花上　貞夫

4 荻　野 上荻野むつみ会 角田　　進

5 荻　野 鳶尾三丁目三友会 平戸　　卓

6 荻　野 新宿寿会 塩沢　節子

7 南毛利 毛利台親和会 川崎　昭男

8 南毛利 長谷長寿会 菊地　洋一

9 南毛利南 上愛甲愛寿会 飯島　重昭

10 南毛利南 宮前クラブ 内井　嘉巳

３ 単位老人クラブ会長
　単位老人クラブ会長として６年以上在職し、その
クラブの育成に努力し、その功績が顕著である者。

№ 区分 氏　　名 クラブ名

1 厚木北 大川　　弘 天寿会

2 荻　野 髙足　貞治 下荻野寿会

3 南毛利南 後藤　良昭 船子きずなクラブ

4 南毛利南 石井　誠吾 坊中睦会

5 玉　川 田澤　和夫 七沢第２しあわせクラブ

6 相　川 大貫　隆広 上戸田老友会

４ 単位老人クラブ役員、市老連趣味グループ役員
　単位老人クラブ役員、市老連趣味グループ役員としてとして８年以上在職し、そのクラブの育成
に努力し、その功績が顕著である者。

№ 区分 氏　　名 クラブ名等
31 南毛利 古賀　和子 上温水楽友会

32 南毛利 安藤　洋子 毛利台親和会

33 南毛利 越沼　英昭 毛利台親和会

34 南毛利 川瀬　静男 毛利台親和会

35 南毛利南 多田　　豊 船子きずなクラブ

36 南毛利南 千葉　セツ 片平睦会

37 南毛利南 島　由起子 宮前クラブ

38 南毛利南 細谷 シズ江 宮前クラブ

39 南毛利南 戸波 美津子 宮前クラブ

40 南毛利南 福永 リツ子 宮前クラブ

41 玉　川 伊東　　操 小野しあわせクラブ

42 森の里 西岡　隆寛 森の里長寿会

43 相　川 内海　美代 相川西部老友会

44 相　川 森屋　　昇 相川西部老友会

45 相　川 小菅　利雄 上戸田老友会

46 相　川 池谷 八重子 酒井老友会

47 相　川 木村　道子 酒井老友会

48 趣　味 秋山 登代子 陶芸愛好会
（毛利台親和会）

49 趣　味 小林　光子 アカシヤコーラス
（西仲福寿会）

地区 氏名 クラブ名

睦 合 南 柳田　博司 妻田長寿会

睦 合 南 福丸　孝司 木売場かがやきクラブ

南 毛 利 柏岡　　明 上温水楽友会

南毛利南 佐藤　之則 宿愛甲寿会

公益財団法人神奈川県老人クラブ連合会理事長表彰

【表彰式：11月15日（金）
	 神奈川県老人クラブ等功労者のつどい】

◆単位老人クラブ会長表彰◆単位老人クラブ会長表彰

◆単位老人クラブ会長表彰
　単位クラブ会長として７年以上在職し、老人クラ
ブの育成、指導に努力した者

地区 氏名 クラブ名

厚 木 南 浅岡　隆雄 旭町 1 丁目老人会

厚 木 南 高木　妙子 泉なごみクラブ

荻   野 長谷川 美雪 宮本第一寿会

地区 クラブ名 代表者名

厚 木 北 天寿会 大川　　弘

南毛利南 坊中老寿会 関口　一男

相　　川 相生老友会 小代　基秀

地区 氏名 クラブ名

南毛利南 関口　一男 坊中老寿会

地区 クラブ名 代表者名

厚 木 北 吾妻あおぞら会 青柳　弘子

依 知 北 上依知若葉会 梅津　達幸

公益財団法人全国老人クラブ連合会会長表彰

【表彰式：11月27日（水）
	 第48回全国老人クラブ大会】

◆優良老人クラブ表彰　〔県老連推薦〕
クラブ名 代表者名

上荻野むつみ会 角田　　進

厚木市長表彰

【表彰式：	11月9日（土）
	 第50回厚木市社会福祉大会】

◆単位老人クラブ表彰

社会福祉法人厚木市社会福祉協議会会長表彰

【表彰式：11月9日（土）
	 第50回厚木市社会福祉大会】

◆単位老人クラブ表彰

栄えある表彰おめでとうございます！
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会
津
藩
士
末
裔
の
父
は
、
明
治
38
年

に
19
歳
で
国
鉄
に
入
り
、
函
館
本
線
の

駅
夫
か
ら
叩
き
上
げ
、
名
寄
駅
長
を
最

後
に
昭
和
８
年
、
31
年
間
の
鉄
道
生
活

を
終
え
た
。

私
は
昭
和
９
年
に
12
男
と
し
て
函
館

に
生
ま
れ
、
３
歳
の
時
に
一
家
で
札
幌

に
転
居
し
た
。
当
時
は
国
威
高
揚
・
富

国
強
兵
が
叫
ば
れ
、
男
子
12
人
の
我
が

家
は
国
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

昭
和
16
年
４
月
、私
は
国
民
学
校
（
今

の
小
学
校
）
に
入
学
し
た
が
、
12
月
８

日
に
運
命
の
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
。
上

か
ら
８
人
の
兄
達
が
軍
人
・
軍
属
と
し

て
国
内
外
に
派
遣
さ
れ
、
中
で
も
10
代

の
２
人
は
特
攻
隊
員
と
な
っ
た
。
中
学

生
の
９
兄
以
下
、
私
達
４
人
は
、
両
親

と
と
も
に
銃
後
を
守
っ
た
。
し
か
し
超

大
国
相
手
の
長
期
戦
に
耐
え
ら
れ
ず
、

戦
況
は
ま
す
ま
す
劣
化
し
、
本
土
空
襲

に
続
く
広
島
・
長
崎
原
爆
投
下
で
完
膚

な
き
ま
で
に
打
ち
の
め
さ
れ
、
20
年
８

月
、
連
合
軍
に
無
条
件
降
伏
し
た
。
戦

後
の
窮
乏
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

が
、
暴
動
や
内
乱
も
な
く
粛
々
と
戦
後

処
理
に
対
応
し
た
。

我
が
国
が
こ
の
戦
争
で
多
数
の
死
者

を
出
し
た
中
、
我
が
８
人
の
兄
達
は
全

員
生
還
し
た
。
し
か
し
皆
放
心
状
態
で

あ
っ
た
。
強
健
そ
う
だ
っ
た
母
は
22
年

に
脳
い
っ
血
で
倒
れ
、
56
歳
で
逝
っ
た
。

東
京
の
下
町
が
ア
メ
リ
カ
の
重
爆
機

Ｂ
29
３
３
４
機
に
よ
る
、
じ
ゅ
う
た
ん

爆
撃
で
火
の
海
と
化
し
た
昭
和
20
年
３

月
10
日
、
父
と
母
は
私
達
８
人
の
子
を

★
短
歌
を
作
る
き
っ
か
け

読
売
新
聞
相
模
版
の
土
曜
日
の
、「
よ

み
う
り
文
芸
」
欄
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
十
数
年
前
で

し
た
。
作
品
と
選
者
の
批
評
を
読
み
な

が
ら
、「
自
分
も
短
歌
を
作
っ
て
み
た

い
な
」
と
漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
期
が
数
年
経
っ
た
で
し
ょ
う

か
、「
自
分
も
短
歌
欄
に
投
稿
し
て
み

よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
１
カ
月
に
２
〜
３
首
程
度

投
稿
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
投
稿

を
始
め
て
３
年
経
ち
ま
し
た
が
、
文
芸

欄
に
は
何
の
変
化
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

★
日
々
の
積
み
重
ね
が
開
花
？

夏
の
あ
る
土
曜
日
、
何
気
な
く
「
ぶ

ん
げ
い
」
欄
を
見
て
い
る
と
、
私
の
名

前
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
正
し
く
私
が

投
稿
し
た
短
歌
で
し
た
。

◇
真
夏
日
の
木
陰
に
並
べ
た
野
菜
売
り

　
　

麦
わ
ら
帽
子
が
老
婆
に
似
合
う

平
成
25
年
８
月
24
日
発
行
の
新
聞

で
し
た
。
少
し
大
げ
さ
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
努
力
や
苦
労
が
報
わ
れ
た
の
か

な
？  

そ
ん
な
風
に
思
い
ま
し
た
。

戦
後
最
大
の
変
革
は
「
絶
対
君
主
国

家
」
か
ら
「
民
主
国
家
」
へ
の
転
換
で

あ
る
。
こ
れ
が
大
変
な
難
事
業
で
、
制

度
を
変
え
て
も
精
神
が
伴
う
の
か
、
70

年
後
の
現
在
は
「
真
の
民
主
国
家
」
な

の
か
？

さ
て
私
事
に
話
を
戻
し
、
我
が
兄

弟
は
全
員
妻
に
も
子
宝
に
も
恵
ま
れ
た

が
、
子
ど
も
の
数
は
平
均
３
人
で
、
逆

立
ち
し
て
も
到
底
両
親
に
は
お
よ
ば
な

か
っ
た
。
そ
の
兄
弟
も
６
兄
ま
で
は
他

界
し
、
７
兄
（
95
歳
）
以
下
６
人
は
存

命
な
り
。

12男の私は母のひざの上　右端は叔父（昭和11年）

構えたカメラに映るオーロラ

十
二
男
の
遠
き
思
い
出

父
の
晩
年
、
母
の
晩
年

短
歌
と
私

森
の
里
長
寿
会
　
安
味
　
貞
正

鳶
尾
い
き
い
き
会
　
会
長
　
並
木
　
孝
信

七
沢
第
三
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
　
荻
山  

清
治

連
れ
、必
死
で
東
京
を
脱
出
し
た
。
じ
ゅ

う
た
ん
爆
撃
と
は
、
じ
ゅ
う
た
ん
を
広

げ
る
よ
う
に
端
か
ら
端
ま
で
焼
夷
弾
の

雨
を
降
ら
せ
る
皆
殺
し
戦
法
で
あ
る
。

下
町
の
江
東
地
区
は
た
っ
た
２
時
間
半

で
焼
け
た
だ
れ
、
10
万
人
の
区
民
が
死

に
、
27
万
戸
が
焼
失
し
た
。

そ
れ
か
ら
23
年
後
の
同
じ
月
の
同
じ

日
、
父
は
67
歳
で
没
し
た
。
今
の
私
の

年
齢
よ
り
は
る
か
に
若
く
、
そ
れ
だ
け

に
哀
惜
の
思
い
が
強
い
。

通
夜
の
日
、
私
と
弟
は
柩
ひ
つ
ぎ
の
前
で
、

父
が
一
番
好
き
だ
っ
た
と
母
の
い
う
高

英
男
の
「
雪
の
降
る
町
を
」
を
歌
っ
た
。

い
き
な
り
横
か
ら
叔
父
の
罵
声
が
飛
ん

だ
。「
馬
鹿
！　

こ
ん
な
席
で
不
謹
慎

な
」
私
も
弟
も
父
を
送
る
に
最
も
ふ
さ

わ
し
い
葬
送
曲
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

父
は
壮
年
の
頃
、
北
海
道
開
拓
農
民
と

し
て
、
雪
の
原
野
と
闘
っ
た
の
だ
か
ら
。

長
く
貧
乏
長
屋
暮
ら
し
だ
っ
た
父
は

無
趣
味
な
人
で
、
酒
と
煙
草
が
何
よ
り

好
き
で
あ
っ
た
。
母
が
入
院
し
た
あ
る

元
旦
、
父
は
酒
を
飲
み
な
が
ら
「
お
前

達
に
何
も
し
て
や
れ
な
く
て
」
と
泣
い

た
。
己
の
不
甲
斐
な
さ
を
責
め
る
涙
で

あ
っ
た
ろ
う
。

父
の
死
後
、
25
年
生
き
た
母
は
、
町

内
会
の
旅
行
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
。

老
い
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
、
91
歳

で
逝
っ
た
。
働
き
ず
く
め
だ
っ
た
父
の

過
酷
な
晩
年
と
比
べ
、
母
の
晩
年
は
草

木
が
自
然
に
枯
れ
る
よ
う
に
穏
や
か
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
せ
め
て
も
の
慰
め
で

あ
る
。

◇
耳
鳴
り
に
虫
の
鳴
き
声
混
じ
り
合
い

　
　

秋
の
夜
長
に
寝
返
り
を
打
つ

◇
オ
ー
ロ
ラ
を
見
る
よ
り
先
に
カ
メ
ラ
を
と

　
　

構
え
直
せ
ば
三
脚
震
う

◇
こ
の
部
屋
で
鬼
ご
っ
こ
し
た
外
孫
が

　
　

鴨
居
の
下
を
首
曲
げ
て
入い

る

◇
綺
麗
だ
っ
た
あ
の
人
遠
く
の
バ
ス
停
で

　
　

杖
を
片
手
に
佇
み
て
居
り

投
稿
を
始
め
て
か
ら
９
年
間
で
５
首

の
掲
載
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★
短
歌
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

短
歌
は
五
七
五
七
七
の
音
で
作
る
と

い
う
決
ま
っ
た
形
式
を
持
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
抒
情
を
表
現
す
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
苦
労
し
て

五
七
五
七
七
に
収
ま
っ
て
こ
そ
、
旋
律

の
良
い
作
品
に
な
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
抒
情
を

五
七
五
七
七
の
中
に
し
た
た
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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＊
新
年
を
迎
え
令
和
初
の
書
き
初
め

令
和
新
春
―
―
森
の
里
長
寿
会
の

書
道
教
室
（
西
岡
美
子
さ
ん
指
導
）

で
の
書
き
初
め
。
ほ
と
ん
ど
が
子
ど

も
の
時
以
来
、
60
な
ら
ぬ
80
の
手
習

い
。
会
員
８
人
、
大
正
生
ま
れ
２
人

を
含
め
て
昨
年
暮
れ
か
ら
熱
心
に
練

習
。
筆
使
い
も
見
事
。

学
者
の
説
で
は
、
令
和
は
う
る
わ

し
い
調
和
の
あ
る
年
号
と
か
。
こ
の

書
き
初
め
は
公
民
館
、
地
元
の
郵
便

局
、お
年
寄
り
の
た
ま
り
場「
ぐ
る
っ

と
広
場
」
に
貼
る
そ
う
。

し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
の
川
柳

に
「
書
き
な
れ
た
何
時
も
ど
う
り
に

平
成
と
」
が
。
新
年
を
迎
え
、
令
和

が
定
着
。
良
い
年
に
。

�

（
森
の
里
長
寿
会  

和
田
野
哲
也
）

80代の手習い　令和の書き初め

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今

年
は
本
格
的
な
〝
令
和
〟
の
幕
開

け
と
も
言
え
ま
す
が
、
天
皇
家
の
数
々

の
行
事
も
無
事
に
終
わ
ら
れ
、
日
本
に

と
っ
て
も
我
々
に
も
清
々
し
い
新
春
を

迎
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
言
い
ま

す
が
、
皆
様
に
と
っ
て
も
、
こ
の
地
に

と
っ
て
も
、
日
本
に
、
さ
ら
に
世
界
に

と
っ
て
も
平
和
で
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。�

（
広
報
委
員
会
）

編 

集 

後 

記

退
位
の
礼
平
成
令
和
に
新
た
な
る

民
に
よ
り
そ
う
希
望
の
こ
と
ば

�

上
依
知
若
葉
会　

永
瀬　

マ
サ

初
景
色
松
寿
の
年
や
笑
顔
あ
り

�

松
枝
松
寿
会　

綿
貫　

良
男

濃
き
襞
の
威
容
円
沢
初
日
影

�

ひ
ば
り
賢
人
会　

大
和
　
昭
一

秋
茄
子
の
色
よ
く
糠
に
漬
か
り
け
り

�

上
依
知
若
葉
会　

山
田　

弘
子

百
段
を
登
り
て
一
息
初
詣

�

妻
田
長
寿
会　

丑
村
ス
ミ
ヱ

夕
映
え
に
風
を
集
め
て
す
す
き
原

�
田
園
ひ
な
し️
会　

長
友　

利
雄

糸
巻
の
糸
口
さ
が
す
秋
の
夜

�

田
園
ひ
な
し
会　

長
友
千
代
子

柿
一
つ
残
し
た
枝
に
猿
親
子

�

宮
本
第
一
寿
会　

長
谷
川
美
雪

尼
寺
の
淡
き
花
び
ら
冬
桜

�

互
朗
会　

伊
藤　

民
子

寒
月
の
光
散
ら
ば
る
江
戸
切
子

�

互
朗
会　

鴨
下　

沙
知

静
寂
の
古
刹
に
匂
う
寒
椿

�

互
朗
会　

花
上　

貞
夫

言
い
出
せ
ぬ
言
葉
の
あ
り
て
蜜
柑
む
く

�

互
朗
会　

本
間　

登
茂

ま
っ
さ
ら
な
空
が
一
枚
冬
木
立

�

互
朗
会　

花
上　

尚
江

潮
風
に
負
け
じ
と
水
仙
香
り
立
つ

�

互
朗
会　

土
屋　

和
子

一ひ
と
ひ
ら枚
を
開
き
て
果
つ
る
冬ふ

ゆ
そ
う
び

薔
薇

�

互
朗
会　

守
屋  

絹
子

れ
い
わ
と
は
例
外
な
い
輪
ワ
ン
チ
ー
ム

�

元
町
福
寿
会　

髙
橋　

清
健

百
年
に
一
度
の
水
害
想
定
外
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ

�

妻
田
中
央
長
寿
会　

大
久
保
寿
男

初
孫
が
鳴
る
留
守
電
に
家
は
留
守

�

宿
愛
甲
寿
会　

佐
藤　

之
則

平
安
の
絵
巻
物
見
て
る
即
位
の
儀

�

岡
津
古
久
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

山
室　
　

正

風
雨
難
科
学
の
粋
で
今
年
こ
そ

�

森
の
里
長
寿
会　

和
田
野
哲
也

祝
福
の
声
と
涙
と
万
歳
と

�

森
の
里
長
寿
会　

三
ツ
橋
久
子

一い
っ
し
ゅ
う
舟
も
な
き
残
照
の
冬
の
河

�

互
朗
会　

鈴
木
美
惠
子

よ
い
日
照
り
ふ
と
ん
た
た
き
の
な
ご
や
か
さ

�

戸
室
長
楽
会　

小
林　

政
子

競
技
後
の
話
題
ふ
つ
ふ
つ
七
日
粥

�

恩
名
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
福
寿
会　

原　

ス
ミ
子

令
和
に
て
地
位
を
わ
す
れ
て
身
を
す
て
る

�

長
谷
長
寿
会　

大
山　

瑞
枝

枯
れ
す
す
き
小
川
に
そ
っ
と
映
り
け
り

�

愛
名
九
十
九
会　

青
木
み
よ
子

さ
つ
ま
芋
箸
に
た
め
さ
れ
蒸
し
あ
が
る

�

愛
名
九
十
九
会　

佐
藤　

三
郎

金
木
犀
小
さ
き
花
び
ら
音
も
な
く

�

愛
名
九
十
九
会　

山
崎
ナ
ミ
子

ざ
る
菊
や
ま
あ
る
く
丸
く
朝
の
市

�

愛
名
九
十
九
会　

林  

き
ゑ
子

令
和
だ
な
古
き
友
達
宝
物

�

七
沢
第
一
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

前
場　

一
夫

骨
正
月
小
屋
に
持
ち
寄
る
大
吟
醸

�
七
沢
第
三
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

岩
渕　

義
行

孫
去
り
て
静
寂
身
に
沁
む
松
の
内

�
森
の
里
長
寿
会　

佐
久
間
道
夫

陽
溜
り
で
甲
羅
干
し
す
る
池
の
亀

�

相
生
老
友
会　

朝
倉　

勝
久

俳
　
句

川
　
柳

短
　
歌
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あて先
問合せ

し
あ
わ
せ
ひ
ろ
ば

鶴
で
な
く
お
豚
ち
ゃ
ん
ち
の
一
声
で

五
輪
マ
ラ
ソ
ン
札
幌
へ
行
く

�

妻
田
中
央
長
寿
会　

神
吉　

善
茂

辛
き
時
は
泣
い
て
い
い
よ
言
ひ
呉
る
る

肩
に
置
き
た
る
友
の
掌
温
し

�

長
谷
長
寿
会　

松
下　

絹
枝

夜
を
徹
し
て
吾
が
縫
ひ
た
る
を
母
は
着
て

嬉
し
う
れ
し
と
旅
に
立
ち
た
り

�

上
温
水
楽
友
会　

中
村　

博
子

畦
道
で
摘
み
し
レ
ン
ゲ
の
首
飾
り

「
き
れ
い
」
と
孫
に
手
を
叩
き
遣
る

�

七
沢
第
二
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

青
木　

正
次

氷
上
を
飛
び
舞
う
羽
生
の
心
意
気

若
き
エ
ー
ス
は
日
本
の
誇
り

�

七
沢
第
三
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

荻
山　

清
治

も
ぐ
り
き
て
我
手
ま
く
ら
に
寝
る
子
犬

幼
き
児
ら
の
姿
に
重
ね
る

�

森
の
里
長
寿
会　

津
田　

史
子
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